
■ 商品特性と取引条件

商 品 名

最 も お い し い 時 期 出荷可能時期・期間

産 地 品 種 の 特 徴

内 容 量 希望小売価格（税込）

1ケースあたり入数 保 存 温 度 帯

発注から納品までの
日 数

販 売 エ リ ア の 制限

縦(㌢) 横(㌢) 高さ(㌢） 重量（㌔）

75.0 29.0 75.0 4.0

認 証 ・ 認 定 機 関 の

許認可（商品・工場等）

利 用 シ ー ン
（利用方法・おすすめレシピ等）

商 品 特 徴

■ 商品写真

しゃきしゃき感を生かしたサラダが若い人には好評です。
血圧の上昇を抑える働きがあるとされるカリウムを多く含んでいるので、健康にお気遣いされている
方におすすめです。
いるま野の野菜を使ったクッキングレシピがJAいるま野ホームページからご覧いただけます。

ＪＡいるま野のうどは地下室（むろ）で育てられる軟白うどです。軟白うどは山うどと違い
あくが少なく、生でも美味しく食べられるのが特徴です。２月から4月が出荷時期で、高級感
のある春を感じる季節野菜です。

集荷時期により相談

写真
農産物全体がわかる写真を貼付

最低ケース納品単位 ケースサイズ（重量）１箱

タ ー ゲ ッ ト

お 客 様
（性別・年齢層など） プロの料理人・主婦

売 り 先

　本シートは、農林水産省が行うフード・コミュニケーション・プロジェクトが作成したシートを参考に作成しました。

埼玉農産物・商談会シート

うど

2月中旬～4月上旬

4kg／箱

２Ｌ １０本

2月中旬～4月下旬

純白の軟化うど。高い香りが特徴。
アクが少なく生でも食べられる。

日高市・所沢市・入間市

市場状況により相談

令和7年11月作成

× ×

有機ＪＡＳ ＩＳＯ 農業生産工程管理（ＧＡＰ）

その他→

フードサービス 商社・卸売 メーカー 小売 ホテル・宴会・レジャー

その他（右に記入→）

有→無

ＨＡＣＣＰ



生 産 者 数

E - m a ｉ l

F A X

■ 生産工程・アピールポイント

製造工程の管理

従 業 員 の 管 理

施設設 備と管理

担 当 者 連 絡 先 担 当 者 販売部　販売推進課 連 絡 先 049-227-6154

記 録
危 機 管 理 体 制

トレーサビリティ（生産履歴）システムの利用により管理を行う。

■ 品質管理情報

品質保持への取組（冷蔵庫等） 生産者は予冷庫管理・JA集荷時の真空予冷による品質保持

商 品 検 査 の 有 無 生産者各自が選別し、ＪＡ集荷時に専任担当が品質・規格等を検査する

衛生管理への取組 生産者は家族経営が主体作業

ＪＡいるま野 農産物オリジナルキャラクター「とれ蔵」 うど室 うど共進会審査 うどの根株にある芽を計測し生育状況を把握する
現在は開催なし

埼玉県 日高市・所沢市・入間市

担 当 者 販売部　販売推進課 hanbai@irumano.st-ja.or.jp

T E L 049-227-6154 049-257-6681

　
春から夏にかけてうどの根株を畑で
育て、晩秋に地下室（むろ）に植え
付けて翌２～4月に成長した茎を出荷
します。湿度と温度の加減が難しく、
長年の経験と勘を要します。
県産のうどは、「埼玉のうど」として
関西市場から高い評価を得ています。

写　真

写真 写真 写真

代 表 者 氏 名 代表理事組合長　亀田　康好

メ ッ セ ー ジ

安心安全な農産物の生産を目指し、積極的に土
壌診断を活用し野菜の栽培を行い、出荷におい
ては生産履歴により農薬利用のチェックを行っ
ております。また環境に配慮し農業用廃棄物の
処理を共同で行っております。

ホ ー ム ペ ー ジ http://www.ja-irumano.or.jp

事 務 所 所 在 地 〒350-1105  埼玉県川越市今成2-29-4

ほ 場 所 在 地

■ 産地紹介

産 地 名 いるま野地域農産物

生産量・作付面積 15.61ｔ・0.67ha 8名

有無

作型

1000番

最盛期

１０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

出荷期間

JAいるま野

農産物

生産者ナンバー

送り状　（品目・

出荷日等を記載）

農産物
生産者ナンバー

農産物の日記
（生産履歴書）

農産物
生産者ナンバー

農産物の日記
（生産履歴書）

JAデータベース

農産物
生産者ナンバー

送り状　（品目・
出荷日等を記載）

農産物の出荷の際、農産物の日記（生産履歴書）を生産者から提出を受けます。JAの農薬チェックシステムを使用し、農薬が安全使用され
ているかの確認を行い、合格した「安心・安全」な農産物だけを出荷しています。

・野菜の日記（生産履歴書）は堆肥・肥料の散布等、土づくりの段階から記帳を始めます。

・農薬チェックシステムに合格した野菜は次に品質検査を行い、すべての検査に合格した「安心・安全」で新鮮な野菜が市場へと出荷されます。
量販店

 データ管理をしています

・野菜の日記（生産履歴書）の情報は、市場・量販店からの問い合わせに敏速に対応を取れるよう

生産者 ＪＡ共販センター（集出荷所）

市場・量販店からの問
い合わせに、データ
ベースで管理している
生産履歴情報を開示し
対応

市　場

「安全･安心」農産物
が消費者へ

日記の確認･入力 生産履歴情報の管理

商品の問い合わせ

ⓒtorezou


